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１． 日程･参加者等 

■派遣内容   火山防災講演会 

■派遣日時   平成 30 年 9 月 1 日（土）10時 00 分～12 時 00 分 

■派遣場所   猪苗代町役場 

■派遣先事務局 猪苗代町総務課 

■派遣エキスパート 田鍋 敏也 （北海道壮瞥町教育委員会教育長） 

■参加者    関係機関、観光事業者、住民など（約 50～100 名） 

２． 派遣先において直面している課題や問題意識 

福島県猪苗代町は、北西に磐梯山、北東に安達太良山、南に猪苗代湖に囲まれた

町であり、その壮大な自然にあこがれた登山者や観光客が多く来訪する町でもある。 

火山防災に関しては、平成 26 年より、福島県下の３つの火山を対象に「吾妻山・

安達太良山・磐梯山火山防災協議会」が設置されており、磐梯山でも協議会による

訓練等が行われてきた。その後、活動火山特別措置法の改正に合わせ、平成 28 年

２月に「磐梯山火山防災協議会」が再編成・設置された。 

この新たな体制により、磐梯山では内閣府の支援を受け、平成 30 年 5 月に「磐

梯山の火山活動が活発化した場合の避難計画（火口周辺地域）」を策定するなど、

火山防災対策を進めているが、一方で 1888 年以降、目立った噴火活動はなく、住

民や観光事業者等の火山防災に関する意識が低いのが現状である。 

そこで、猪苗代町は、住民や観光事業者等に、火山や火山防災により関心を持っ

てもらえるよう「火山防災講演会」（以下、「講演会」）を開催することとした。今回

のエキスパート派遣では、住民や観光業者等を対象に、噴火災害のイメージを持っ

てもらい、火山防災に関する意識の向上と、特に観光事業者には、噴火時等におけ

る行政機関との連携体制などについて、より認識を深めてもらえるように、噴火災

害の実例に基づく講話や助言などが期待されている。  
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３． 磐梯山の概要 

（１） 火山の概要 

磐梯山は、福島県猪苗代湖の北に位置する底径 7～10km、比高約 1km の安山岩質

の成層火山。赤埴山(あかはにやま)、大磐梯、櫛ヶ峰などが沼ノ平火口を取り囲ん

で、円錐形火山体が形成されているが、過去に山体崩壊が何度か繰り返されて現在

の山容となった。1888 年の水蒸気噴火にともなう山体崩壊と岩屑なだれは著名で

あるが、この他にも南西方の翁島や頭無しなどの岩屑なだれ堆積物があり、それら

に対応する崩壊壁が山体に認められる。構成岩石の SiO2 量は 56.5～64.4 wt.% で

ある。 

磐梯山の活動は、休止期をはさんで新旧 2 つに大きく分けられる。 古期の活動

では主に赤埴山や櫛ヶ峰が形成され、新期の活動では大磐梯山や 1888 年噴火で消

滅した小磐梯山が形成された。 新期の活動では南麓に翁島岩屑なだれと軽石流を

堆積させた。 崩壊跡地の馬蹄形カルデラ内には、その後に再び山体が形成された。 

おもなマグマ噴火は数万年前には停止して、その後は水蒸気噴火の活動へと移行し

た。 

有史以降の噴火はすべて水蒸気噴火である。詳しい記録が残されているのは 1888

年噴火だけである。1888 年噴火で形成されたカルデラ壁や山頂沼ノ平火口には微

弱な噴気孔が点在する。カルデラ壁の崩壊による山崩れも 1936 年や 1954 年などに

起こった。別名、会津富士と呼ばれている。 

 

出典：気象庁ホームページ 磐梯山 概要 
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/215_Bandaisan/215_index.html） 
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（３） 現在の活動状況：噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意） 

仙台管区気象台地域火山監視・警報センターの報告（平成 30 年 4 月）によると、

平成 29 年５月８日から９日（期間外）にかけて火山性地震が増加し、８日の日回

数は 57 回となった。地震活動以外の火山活動に特段の変化は認められず、山体北

側火口や沼ノ平付近では、噴気や火山ガスの噴出等が見られた。噴火予報（噴火警

戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変更はなかった。また、仙台

管区気象台地域火山監視・警報センターは、ヘルメットの携行や立ち入り規制等地

元自治体の示す指示に従うように呼びかけている。 

その後、平成 30 年 7 月に発表された解説資料によると、火山活動に特段の変化

はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められていない。 

 

① 噴気など表面現象の状況 

剣ケ峯に設置している監視カメラによる観測では、山体北側火口壁の噴気の高さ

は 30ｍ以下で噴気活動は低調に経過していた。櫛ヶ峰に設置している監視カメラ

による観測では、沼ノ平周辺に噴気は認められなかった（図 1、２）。 

  



5 

② 地震や微動の発生状況 

火山性地震は少ない状態で経過しましたが、５月８日から９日（期間外）にかけ

て火山性地震が一時的に増加し、日回数は８日 57 回、９日６回となった。震源は

山頂付近の深さ１km から２km 付近と推定され、最大の地震は９日 01 時 23 分頃に

発生した地震で、磐ばん南なん観測点で最大振幅（上下成分）は 19.3μm/s だった。

磐梯山では、これまでも同じ所で一時的な地震回数の増加がみられ、2017 年８月 27

日には日回数 71 回を観測している。低周波地震１）及び火山性微動は観測されな

かった。 

その後、火山性地震は少ない状態で経過しており、火山性微動は観測されていな

い。 

③ 地殻変動の状況 

火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

出典：気象庁ホームページ 磐梯山の火山活動解説資料（平成 30 年４月、7 月） 
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（４） 火山監視・観測体制 

磐梯山の観測点配置図は以下のとおりである。 

＜磐梯山 観測点配置図＞ 

 

気象庁ホームページ 「磐梯山 観測点配置図（平成 30 年 6 月）」 
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/215_Bandaisan/215_Obs_points.html）  
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＜磐梯山 観測点一覧表＞ 

気象庁ホームページ 「磐梯山 観測点配置図（平成 30 年 6 月 1日更新）」 
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/215_Bandaisan/215_Obs_points.html）  
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（２） 噴火警戒レベルの運用 

気象庁は、平成 19 年 12 月より「噴火警戒レベル」の運用を開始しており、磐梯

山では、平成 21年 3 月から運用を開始している。 

磐梯山では、運用開始以降、現在まで噴火警戒レベル１【活火山であることに留

意】が継続されている。 
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出典：気象庁ホームページ 「磐梯山の噴火警戒レベル」
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_215.pdf） 
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（３） 火山ハザードマップと火山防災マップ 

① 火山ハザードマップ 

磐梯山火山防災連絡会議（猪苗代町、郡山市、会津若松市、喜多方市、湯川村、

磐梯町、北塩原村の６市町村で構成）は、磐梯山火山ハザードマップを作成し平成

２９年３月２２日に公表した。 

このマップは、福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会が平成２８年３

月に策定した『磐梯山火山噴火緊急減災対策砂防計画』のうち、過去１万年間の活

動の中から小規模水蒸気噴火、水蒸気噴火、マグマ噴火が発生した場合の被害想定

を基に作成されている。 

 

＜磐梯山で発生が予想されている噴火と主な火山災害＞ 

 

猪苗代町ホームページ 磐梯山火山ハザードマップ（平成２９年３月公表） 
（https://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-4-9792.html） 
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＜磐梯山 小規模水蒸気噴火のハザードマップ＞ 
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＜磐梯山 水蒸気噴火のハザードマップ＞ 
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＜磐梯山 マグマ噴火の火山ハザードマップ＞ 

 

猪苗代町ホームページ 磐梯山火山ハザードマップ（平成２９年３月公表） 
（https://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-4-9792.html） 
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② 火山防災マップ 

現在、前述の火山ハザードマップを基に地域住民や登山者などに必要な防災情報

を付与した防災マップの作成が行われる。 

＜磐梯山 火山防災マップ＞ 

出典：気象庁ホームページ 「磐梯山火山防災マップ」
（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_215.pdf）  
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（４） 福島県火山防災講演会・ワークショップ（平成 27年 4月 24日実施） 

噴火による被害を最小限に留めるためには、地方公共団体や防災関係機関等の職

員だけでなく、地域住民の火山防災に対する理解が重要である。また、噴火時等に

火山防災対応を円滑に行うためには、平常時から、地方公共団体や関係機関等が火

山災害や防災対応のイメージを共有し、避難計画などの防災対策について、共同で

検討していく必要がある。 

そこで、地域住民等の火山防災意識の醸成を目的とした、火山防災講演会を開催

するとともに、地方公共団体や関係機関等の職員を対象に、噴火時等の具体的な防

災対応のイメージの共有と、現状の防災体制の課題の抽出と解決策の検討を目的と

した、火山防災ワークショップが実施された。 

① 火災防災講演会 

演題：『福島の火山と災害－噴火等の多様性を理解して災害に備える－』 

講師：福島大学共生システム理工学類 長橋良隆 教授 

参加者：81 名（一般の方、防災関係機関等） 

＜火山防災講演会＞ 

② 火山防災ワークショップ 

参加者：61 名（防災関係機関等） 

＜火山防災ワークショップ＞ 

出典：福島県ホームページ 「福島県火山防災講演会・ワークショップの実施結果」 
（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/16025b/kazan-workshop.html） 
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（５） 磐梯山火山噴火シナリオ 

磐梯山火山噴火シナリオについては、「福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検

討委員会」での検討結果を踏まえ、「磐梯山火山噴火緊急減災対策砂防計画」（平成

28 年 3 月）に示された噴火想定が採用された。 

出典：磐梯山 火山噴火緊急減災対策砂防計画 
（http://www.hrr.mlit.go.jp/agagawa/agagawa/bandai/01/saboukeikaku.pdf） 

 



18 

（６） 株式会社ラジオ福島との「防災に係る相互協力に関する協定」 

地震や台風、火山の噴火等の災害に対して、平時における防災対策の推進と災害

発生時における情報発信等の相互連携を図るため、「防災に係る相互協力に関する

協定」が平成３０年４月１８日に締結された。特に火山防災対策としては、火口周

辺の携帯電話が通じない区域にいる登山者等へ火山活動や避難の呼びかけに関す

る情報を迅速に伝達するための体制強化となる。 

【相互協力の主な内容】 

(ア) 平時における防災連携 

・防災キャンペーンや防災イベントにおける普及啓発 

・ラジオ放送を活用した防災に関する情報発信 

(イ) 災害発生時における相互連携 

・災害情報（火山活動情報、噴火警戒レベル引上げ等）や避難の呼びかけ

に関する情報発信 

・災害時におけるライフライン等の情報提供 

出典：福島県ホームページ 「平成３０年５月２９日 火山防災協議会 平成 30 年度事業につ
いて」 

（http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/270259.pdf） 

 

（７） 平成 30年度の火山防災に関する事業について 

平成３０年５月２９日の火山防災協議会では、福島県が予定する平成３０年度事

業についての以下の説明が行われた。 

(ア) 「火口周辺地域における避難計画」について、必要に応じて見直しを図る

とともに、「融雪型火山泥流を想定した住民等の避難計画」について、７月

頃を目途に検討作業に着手 

(イ) 平成２９年度に引き続き、内閣府による避難計画検討支援事業に応募を予

定 

(ウ) 火山防災対策検討ワーキンググループを設置し、ラジオ等を活用した広

報・啓発や危険周知のための情報伝達手段、各種防災訓練の実施計画等、

ハード・ソフト対策の両面から具体的な火山防災対策を検討（検討事項は

下記のとおり） 

【想定する主な検討事項】 

・火山防災マップ、チラシ、ラジオ等を活用した広報・啓発 

・危険周知のための情報伝達手段 

・防災用品（ヘルメット等）の備蓄・活用 

・火口周辺の緊急避難場所の充実・確保 

・各種防災訓練の実施計画カ）避難計画の策定・見直し 

(エ) 福島県観光交流課の事業として、浄土平レストハウスの屋根・窓ガラスの
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強化及び安達太良山避難小屋（くろがね小屋）の建替に向けた地質調査等

を予定 

出典：福島県ホームページ 「平成３０年５月２９日 火山防災協議会 平成 30 年度事業につ
いて」 

（http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/270262.pdf） 
 
 

（８） 内閣府の支援を受けた避難計画策定支援 

磐梯山では、平成 29 年に「火口近傍の登山者・観光客の避難計画の策定」、平成

30 年には「居住地における住民・観光客等に関する避難計画の検討」の課題をもと

に、内閣府の支援を受けて、避難計画の策定が進められている。 

出典：噴火時等の避難計画の手引き作成委員会（第９回）会議資料２ 
http://www.bousai.go.jp/kazan/tebikisakusei/pdf/20180809shiryo2.pdf 

 


